
鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例

会
が
２
日
開
会
さ
れ
、
日

本
共
産
党
市
議
団
を
代
表

し
て
加
藤
鉱
一
議
員
が
総

括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

加
藤
鉱
一
議
員
は
、
は

じ
め
に
国
会
で
の
戦
争
法

案
の
審
議
に
ふ
れ
、
「
市

長
は
、
東
北
６
県
市
町
村

長
九
条
の
会
連
合
が
５
月

日
に
『
憲
法
九
条
を
守

22り
、
戦
争
法
案
に
反
対
す

る
緊
急
ア
ピ
ー
ル
』
を
採

択
し
た
動
き
に
参
加
し
、

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
先
頭
に
立
つ
べ
き
」
と

訴
え
、
さ
ら
に
５
月
５
日

の
山
五
十
川
・
土
砂
崩
れ

に
つ
い
て
「
再
発
防
止
策

の
た
め
の
水
路
整
備
や
森

林
管
理
」
を
求
め
て
質
問

に
入
り
ま
し
た
。

問

今
進
め
ら
れ
て
い
る

農
協
改
革
で
、農
協
法
「
改

正
」
案
で
は
、
農
協
の
目

的
か
ら
「
営
利
を
目
的
と

し
て
そ
の
事
業
を
行
っ
て

は
な
ら
な
い
」
と
の
規
定

を
削
除
し
、
農
協
の
営
利

主
義
が
強
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
農
業
委
員
会

は
「
農
業
者
の
地
位
の
向

上
」
と
い
う
目
的
を
外
し

て
公
選
制
を
廃
止
し
、
企

業
の
農
地
所
有
を
大
幅
に

広
げ
る
農
業
生
産
法
人
の

要
件
拡
大
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

市
長
は
、
農
協
と
農
業

委
員
会
を
守
る
た
め
、
国

に
意
見
を
あ
げ
る
べ
き
で

は
。認

定
農
業
者
や
集
落
営

農
だ
け
を
選
別
す
る
政
策

で
は
な
く
、
家
族
農
業
や

兼
業
農
家
を
対
象
に
含
め

た
農
業
政
策
を
求
め
る
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

市
長

一
連
の
改
革
は
、

国
民
の
暮
ら
し
と
命
に
直

結
す
る
重
大
な
問
題
で
あ

り
、
制
度
の
見
直
し
や
改

善
を
要
望
し
て
い
く
。

Ｊ
Ａ
や
農
業
委
員
会
に

と
っ
て
も
厳
し
い
状
況
だ

が
、
改
革
は
自
ら
の
手
で

進
め
る
こ
と
が
基
本
だ
。

小
規
模
な
家
族
農
業
や

兼
業
農
家
の
抱
え
る
大
き

な
課
題
の
一
つ
は
、
収
入

減
少
影
響
緩
和
（
ナ
ラ
シ
）

対
策
の
加
入
要
件
で
あ

り
、
市
と
し
て
は
集
落
営

農
の
組
織
化
に
よ
る
加
入

を
促
進
し
て
い
く
。

国
に
対
し
て
は
、
平
成

年
か
ら
導
入
が
検
討
さ

30れ
て
い
る
「
収
入
保
険
制

度
」
に
つ
い
て
、
小
規
模

農
家
を
含
む
全
て
の
農
業

者
が
加
入
で
き
る
よ
う
、

市
重
要
事
業
の
最
重
点
事

項
の
一
つ
と
し
て
要
望
し

て
い
る
。
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○
議
員
の
所
属
す
る
常
任
委
員
会
・
特

別
委
員
会
が
自
民
党
と
県
政
ク
ラ
ブ
の

協
議
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。
少
数
会
派

の
意
見
反
映
に
努
め
る
。

○
委
員
会
で
の
請
願
審
査
が
議
案
審
査

終
了
後
に
お
こ
な
わ
れ
る
た
め
、
い
つ

始
ま
る
か
わ
か
ら
ず
傍
聴
が
困
難
。
委

員
会
冒
頭
で
審
議
す
る
。
ま
た
、
審
査

に
あ
た
っ
て
は
請
願
者
か
ら
直
接
意
見

を
聴
取
す
る
機
会
を
設
け
る
。

○
海
外
視
察
は
「
休
止
」
と
な
っ
て
い

る
が
、
き
っ
ぱ
り
廃
止
す
る
。

○
政
務
活
動
費
収
支
報
告
書
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
（
他
４
項
目
割

愛
）。党

県
議
団
の
役
割
が
こ
の
分
野
で
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。（

県
議

関

徹
）

日
本
共
産
党
県
議
団
が
議
長
宛
に

「
議
会
改
革
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
を

お
こ
な
っ
た
こ
と
が
新
聞
各
紙
に
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

○
本
会
議
で
お
こ
な
う
一
般
質
問
を
、

現
在
の
「
２
年
に
１
回
」
か
ら
毎
議
会

お
こ
な
え
る
よ
う
に
す
る
。

○
常
任
委
員
会
の
質
疑
を
「
午
前
中
に

終
え
る
」
と
い
う
慣
習
を
見
直
し
、
十

分
な
時
間
を
保
障
す
る
。

○
「
議
員
は
所
属
し
て
い
な
い
委
員
会

等
に
も
出
席
し
て
発
言
で
き
る
」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
が
、
６
つ
の
常
任
委
員

会
・
３
つ
の
特
別
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ

同
じ
日
時
に
一
斉
に
行
わ
れ
る
た
め
、

実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
発
言
で
き
な
い
。

委
員
会
は
分
散
し
て
開
催
す
る
。

消
費
税
増
税
の
影
響
は

問

消
費
税
の
税
率
８
％

へ
の
引
き
上
げ
で
、
本
市

経
済
と
市
民
生
活
へ
の
影

響
は
ど
う
か
。

こ
の
１
年
間
、
国
内
総

生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が
実
質

１
％
の
マ
イ
ナ
ス
で
、
消

費
税
増
税
が
暮
ら
し
と
経

済
に
破
た
ん
を
も
た
ら
し

て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
。

さ
ら
に
、
医
療
機
関
は

患
者
に
消
費
税
を
転
嫁
で

き
な
い
の
で
、
市
の
荘
内

病
院
の
経
営
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

市
長

本
市
に
お
け
る
新

設
住
宅
着
工
戸
数
が
、
平

成

年
度
は
マ
イ
ナ
ス
が

26
続
き
、
新
車
登
録
台
数
も

前
年
を
下
回
っ
て
お
り
、

駆
け
込
み
需
要
の
反
動
の

長
期
化
が
続
い
て
い
る
と

推
察
し
て
い
る
。

一
方
、
有
効
求
人
倍
率

は
昨
年
の
５
月
以
降
１
倍

を
上
回
り
、
大
口
電
力
需

要
は
昨
年

月
か
ら
連
続

11

し
て
プ
ラ
ス
と
な
り
、
生

産
活
動
が
徐
々
に
上
向
い

て
い
る
と
推
察
す
る
。

病
院
管
理
者

平
成

年
26

度
の
病
院
事
業
の
消
費
税

支
出
は
総
額
３
億
６
千
万

円
、
一
方
収
入
に
と
も
な

う
消
費
税
は
差
額
室
料
な

ど
課
税
対
象
と
な
る
収
入

で
３
千
万
円
、
そ
の
差
額

３
億
３
千
万
円
の
消
費
税

負
担
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
引
き
上
げ
分

３
％
に
相
当
す
る
額
１
億

２
４
０
０
万
円
の
負
担
が

増
加
し
て
お
り
、
病
院
の

経
営
環
境
は
厳
し
さ
が
増

し
て
い
る
。

小
規
模
農
家
も
対
象
に
含
め
た
農
政
を

過
去
最
大
の
松
食
い
虫
被
害
、
対
策
は

問

松
食
い
虫
被
害
は
過

去
最
大
の
規
模
に
な
っ
て

お
り
、

月
議
会
で
も
取

12

り
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の

後
の
対
策
は
ど
う
か
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



（
１
面
の
つ
づ
き
）

市
長

本
市
で
被
害
を
受

け
て
い
る
ほ
と
ん
ど
が
海

岸
砂
防
林
だ
。

ま
だ
ら
カ
ミ
キ
リ
ム
シ

の
羽
化
の
予
察
日
で
あ
る

６
月

日
ま
で
に
伐
倒
・

20

薬
剤
駆
除
や
、
公
園
で
は

薬
剤
の
樹
幹
注
入
な
ど
防

除
対
策
を
実
施
す
る
。

伐
倒
駆
除
は
県
が
６

割
、
２
市
と
遊
佐
町
が
４

割
を
担
当
し
、
空
白
域
が

出
な
い
よ
う
連
続
性
を
確

保
し
連
携
し
て
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
４
年
間
学

校
で
使
用
さ
れ
る
教
科
書

の
選
定
（
採
択
）
に
あ
た

り
、
展
示
会
が
８
日
か
ら

日
ま
で
市
内
２
会
場
で

19開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
第
１
会
場

市
教
育
研

修
所
（
櫛
引
庁
舎
３
階
）

９
時
～

時
17

▽
第
２
会
場

中
央
公
民

館

９
時
～

時

分

21

30

展
示
会
で
書
く
こ
と
が

で
き
る
意
見
者
は
、
採
択

の
際
参
考
に
さ
れ
ま
す
。

学校給食センター入札結果（ ）内は予定価格
5月28日入札分

・市学校給食センターボイラー設備更新工事
山形空調(株) 37,950,000円（50,600,000円）工期～8/31（落札率75.0％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
5月28日入札分

・市本庁舎耐震診断業務委託
ブレンスタッフ(株) 10,050,000円（10,337,000円）期間～10/30（落札率97.2％）
・市消防署北分署(仮称)移転新築機械設備工事（道形町12番17）
山形空調(株) 19,618,000円（23,080,000円）工期～28/1/29（落札率85.0％）
・市消防署北分署(仮称)移転新築電気設備工事（道形町12番17）
アベ電工(株) 16,150,000円（16,950,000円）工期～28/1/29（落札率95.3％）
・市消防署北分署(仮称)移転新築工事（道形町12番17）
(株)浅賀建設 133,300,000円（134,700,000円）工期～28/1/29（落札率99.0％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
5月29日入札分

・市公共下水道事業 汚水273-2-1号ほか新設工事（大山地内ほか）
エスケイ建設(有) 2,540,000円（2,754,000円）工期～7/31（落札率92.2％）
・市公共下水道事業 汚水1H050～066号新設工事（井岡地内）
(株)五十嵐建業 21,200,000円（22,000,000円）工期～11/27（落札率96.4％）
・市公共下水道事業汚水9-1H010～019号新設工事（遠賀原地内）
有賀建設(株) 37,200,000円（38,394,000円）工期～12/21（落札率96.9％）

5月22日入札分
・市公共下水道事業 汚水12G021-5号ほか路面復旧工事（茅原地内ほか）
(株)三庄 2,850,000円（2,916,000円）工期～8/7（落札率97.7％）
・市公共下水道事業 西工業団地ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ場ほか詳細設計業務（大宝寺地内）
(株)榎本測量設計事務所 4,980,000円（5,135,000円）期間～8/31（落札率97.0％）

5月21日入札分
・市公共下水道事業 汚水OC346-3号路面復旧工事（中野京田地内）
鶴岡建設(株) 19,700,000円（22,658,000円）工期～7/13（落札率86.9％）

5月15日入札分
・市公共下水道事業 汚水NC34号路面復旧工事（大山地内）
日本道路(株)鶴岡工事事務所 19,631,000円（22,671,000円）工期～8/3（落札率86.6％）
・市公共下水道事業 汚水1I014－056号ほか路面復旧工事（湯田川地内ほか）
日本道路(株)鶴岡工事事務所 12,983,000円（14,425,000円）工期～7/31（落札率90.0％）
・市公共下水道事業 汚水19I015～219号ほか路面復旧工事（中橋地内ほか）
日本道路(株)鶴岡工事事務所 13,784,000円（15,501,000円）工期～8/10（落札率8.9％）

5月12日入札分
・市公共下水道事業 汚水4004～4061号路面復旧工事（加茂地内）
(株)東北ペーブ 3,800,000円（3,823,000円）工期～6/29（落札率99.4％）

5月1日入札分
・市公共下水道事業 汚水210090号新設工事（下川地内）
菅原建設(株) 3,500,000円（4,150,000円）工期～7/31（落札率84.3％）

4月24日入札分
・市公共下水道事業及び集落排水事業 人孔工事（鶴岡市地内）
(株)石庄建設 4,000,000円（4,200,000円）工期～10/30（落札率95.2％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
5月15日入札分

・下川地内径400・150粍配水管移設工事（下川地内）
森建設工業(株) 5,180,000円（5,925,000円）工期～11/30（落札率87.4％）

5月1日入札分
・温海地内径200粍水道管路耐震化工事測量設計業務委託（温海地内）
(株)日本水道設計社 3,400,000円（3,850,000円）期間～7/31（落札率88.3％）

５
月

～

日
と

日
～
６
月
１
日
、
庄
内

23

24

30

産
直
セ
ン
タ
ー
と
横
浜
市
の
４
つ
の
保
育
園

の
田
植
え
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
上
・

日
大
網
・
関
谷
の
田
ん
ぼ
、
下
・

31

23

日
矢
馳
の
田
ん
ぼ
に
て
）

問

参
議
院
の
「
国
の
統

治
機
構
に
関
す
る
調
査

会
」
で
は
、
平
成
の
合
併

の
評
価
に
つ
い
て
、
参
考

人
が
「
合
併
に
よ
る
ひ
ず

み
が
ど
う
し
て
も
出
る
」

合
併
に
よ
る
ひ
ず
み
、
検
証
す
べ
き

「
町
村
の
小
さ
な
自
治
を

大
事
に
し
て
い
く
べ
き
だ

っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

合
併
の
ひ
ず
み
に
対
す

る
対
策
を
考
え
る
た
め
に

も
、
合
併
の
検
証
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長

参
議
院
調
査
会
の

有
識
者
は
大
学
教
授
や
県

知
事
の
み
で
あ
り
、
合
併

で
苦
労
し
て
い
る
地
域
か

ら
の
声
は
一
つ
も
な
い
。

合
併
市
の
苦
労
も
含
め

て
国
が
何
を
す
べ
き
か
を

考
え
る
べ
き
で
、
合
併
の

成
否
を
判
断
す
る
の
が
参

議
院
で
は
な
い
と
思
う
。

合
併
を
し
な
か
っ
た
地

域
は
、
自
立
し
て
や
っ
て

い
く
こ
と
が
問
わ
れ
る
。

鶴
岡
市
は
国
に
対
し
て

特
例
債
や
交
付
税
の
一
本

算
定
の
延
長
な
ど
を
求
め

て
い
く
が
、
同
時
に
合
併

し
な
か
っ
た
自
治
体
へ
の

国
の
見
解
も
求
め
て
い
き

た
い
。

市
体
協
不
正
経
理
、
補
助
金
見
直
し
は

問

市
体
育
協
会
の
不
正

経
理
に
つ
い
て
、
市
の
監

査
で
は
委
託
を
受
け
た
団

体
の
委
託
料
と
補
助
金
の

使
わ
れ
方
に
つ
い
て
ど
う

調
べ
て
い
る
か
。

当
該
団
体
の
監
査
体
制

が
極
め
て
不
十
分
な
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
、
指
定

管
理
と
補
助
金
支
出
の
見

直
し
は
な
い
か
。

市
長

市
体
協
の
こ
れ
ま

で
の
実
績
を
考
慮
す
る

と
、
指
定
管
理
業
務
を
継

続
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

発
展
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
よ

う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

監
査
委
員

今
回
の
基
金

・
積
立
金
の
流
用
は
市
体

協
内
部
の
行
為
で
あ
り
監

査
の
対
象
で
は
な
い
。

市
体
協
に
対
す
る
監
査

は
、
体
育
施
設
の
管
理
に

係
わ
る
事
務
と
出
納
が
対

象
で
問
題
は
な
か
っ
た
。

補
助
金
に
関
す
る
書
類

の
監
査
で
も
問
題
は
な
か

っ
た
。

今
回
の
事
案
は
極
め
て

遺
憾
で
あ
り
、
指
導
監
督

等
の
強
化
と
再
発
防
止
の

徹
底
を
要
請
す
る
。


